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今
更
の
指
摘
は
不
要
で
あ
ろ
う
が
、

東
日
本
大
震
災
は
我
が
国
の
土
壌
汚
染

関
連
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
我
が
国
で
は
ほ

と
ん
ど
経
験
の
な
か
っ
た
放
射
性
物
質

に
よ
る
土
壌
汚
染
問
題
が
顕
在
化
し
、

中
間
貯
蔵
を
含
め
た
対
応
が
進
み
始
め

て
い
る
。
一
方
、最
近
に
な
っ
て
、海
外
、

特
に
中
国
に
お
け
る
土
壌
汚
染
関
連
ビ

ジ
ネ
ス
が
本
格
的
な
立
ち
上
が
り
の
兆

し
を
見
せ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
国
内
外
と
も
に
大
き
な

変
化
の
時
を
迎
え
た
土
壌
汚
染
関
連
ビ

ジ
ネ
ス
の
最
新
動
向
を
紹
介
す
る
。

　

放
射
性
物
質
に
よ
る
土
壌
汚
染
の
対

処
方
法
に
つ
い
て
は
、「
放
射
性
物
質
汚

染
対
処
特
措
法
」
及
び
同
法
に
基
づ
く

各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
そ
の
基
本
的

な
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌

等
（
草
木
、
工
作
物
等
を
含
む
）
に
つ

い
て
は
、
除
染
す
る
こ
と
が
特
措
法
の

目
的
と
さ
れ
て
い
る
点
に
は
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、
あ
く
ま
で

原
発
事
故
由
来
の
放
射
性
物
質
に
よ
る

汚
染
が
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
及

ぼ
す
影
響
を
低
減
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
放
射

性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
地
域
に
つ
い
て

も
、
除
染
の
実
施
主
体
に
よ
っ
て
＂
汚

染
の
著
し
さ
等
を
勘
案
し
て
国
が
除
染

を
行
う
「
除
染
特
別
地
域
」＂
と
＂
主
と

し
て
市
町
村
等
が
除
染
を
行
う
「
汚
染

状
況
重
点
調
査
地
域
」 ⑴
＂
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
国
が
実
施
主
体
と
な
る

除
染
特
別
地
域
に
つ
い
て
は
、
本
格
的

な
除
染
を
行
う
前
に
、
効
果
的
な
除
染

技
術
を
確
立
し
、
除
染
方
法
や
作
業
員

の
放
射
線
防
護
に
係
わ
る
安
全
確
保
策

等
の
選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
等
を
目

的
に
除
染
実
証
試
験
や
除
染
モ
デ
ル
事

業
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
︵
図
１
︶。

　

除
染
モ
デ
ル
事
業
は
、
大
成
建
設
を

中
心
と
す
る
Ｊ
Ｖ
（
Ａ
グ
ル
ー
プ
）、
鹿

島
建
設
を
中
心
と
す
る
Ｊ
Ｖ
（
Ｂ
グ
ル

ー
プ
）、大
林
組
を
中
心
と
す
る
Ｊ
Ｖ（
Ｃ

グ
ル
ー
プ
）
の
3
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
4
つ
の
地
方
自
治
体
（
合
計
12
の

地
方
自
治
体
）
に
お
い
て
実
施
し
た
。

用
い
ら
れ
た
技
術
は
、
水
や
洗
浄
剤
を

用
い
た
高
圧
洗
浄
、
人
力
に
よ
る
洗
浄
・

ふ
き
取
り
、
機
械
的
な
表
土
や
道
路
表

面
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の
剥
ぎ
取
り
、
森

林
に
お
け
る
バ
キ
ュ
ー
ム
等
に
よ
る
落

ち
葉
等
の
除
去
や
枝
葉
の
伐
採
、
農
地

に
お
け
る
表
土
の
剥
ぎ
取
り
や
反
転
耕
・

天
地
返
し
、
可
燃
物
の
焼
却
に
よ
る
減

容
化
等
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
は
、
農

地
や
道
路
で
表
土
や
表
面
の
ア
ス
フ
ァ
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ル
ト
等
を
取
り
除
く
こ
と
で
90
％
を
越

え
る
放
射
線
量
の
減
少
を
確
認
で
き
た

一
方
、
水
に
よ
る
高
圧
洗
浄
で
は
セ
メ

ン
ト
瓦
や
ス
レ
ー
ト
屋
根
に
対
し
て
10

～
30
％
程
度
の
除
去
率
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
除
染

の
対
象
と
な
る
場
所
に
よ
っ
て
、
技
術

の
効
果
に
違
い
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

除
染
モ
デ
ル
事
業
の
評
価
に
お
い
て
、

除
染
技
術
に
は
、
速
さ
（
単
位
時
間
当

た
り
に
処
理
で
き
る
エ
リ
ア
の
広
さ
）、

無
駄
の
な
さ
（
除
去
物
発
生
量
の
少
な

さ
、
二
次
廃
棄
物
発
生
量
の
少
な
さ
）、

き
れ
い
さ
（
空
間
線
量
率
等
の
低
減
度

合
い
）
の
3
つ
の
要
素
が
求
め
ら
れ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
費
用
対
効
果

も
含
め
評
価
が
行
わ
れ
、
望
ま
し
い
除

染
手
法
が
確
立
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
以
上
は
除
染
特
別

地
域
を
対
象
と
し
た
モ
デ
ル
事
業
等
を

も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
除
染
活

動
は
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
に
お
い

て
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
モ
デ

ル
事
業
等
の
成
果
は
、
汚
染
状
況
重
点

調
査
地
域
に
お
け
る
除
染
に
も
生
か
さ

れ
て
い
く
可
能
性
は
高
い
。
望
ま
し
い

除
染
手
法
が
早
期
に
確
立
し
、
経
験
の

積
み
重
ね
と
と
も
に
よ
り
効
率
化
し
て

い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

放
射
性
物
質
か
ら
放
射
能
を
消
滅
さ
せ

る
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
除
染
技
術

と
は
、
広
く
分
散
さ
れ
て
し
ま
っ
た
原

発
事
故
に
起
因
す
る
放
射
性
物
質
を
集

約
・
濃
縮
す
る
技
術
で
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
、
モ

デ
ル
事
業
と
平
行
し
て
行
わ
れ
た
除
染

実
証
試
験
で
は
、
表
1
に
示
す
と
お
り
、

25
の
技
術
が
選
定
さ
れ
実
証
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
技
術
も
放
射
性

物
質
を
対
象
か
ら
効
率
的
に
除
去
回
収

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
技
術
と
な
っ
て

い
る
。
で
は
、
回
収
さ
れ
た
放
射
性
物

質
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
答
え
は
、

暫
定
的
な
保
管
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

放
射
能
に
は
半
減
期
が
あ
り
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
放
射
能
は
減
衰
し
て
い

く
。
例
え
ば
、
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
で
あ
る
Sr

−

90
の
半
減
期
は
28
・
７
４

年
で
あ
り
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
は
半

減
期
２
・０
６
年
の
Cs

−

１
３
４
や
半
減

期
30
・
０
４
年
の
Cs

−

１
３
７
が
あ
る
。

本
格
的
な
除
染
が
行
わ
れ
る
と
こ
れ
ら

の
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
大
量
の

除
去
物
が
発
生
す
る
。
現
在
の
計
画
で

は
、
こ
れ
ら
の
除
去
物
は
仮
置
き
場
で

3
年
程
度
、
保
管
さ
れ
た
後
、
中
間
貯

図１ 除染技術確立のためのモデル事業等の位置付け

（出所：「除染モデル実証事業等の成果報告会（平成 24 年 3 月 26 日）」
　　　 （内閣府原子力被災者生活支援チーム・環境省・日本原子力研究開発機構）資料）
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蔵
施
設
で
保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
仮
置
き
場
は
、
除
染
特
別
地
域

で
は
、
市
町
村
の
協
力
を
得
つ
つ
環
境

省
が
確
保
し
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
、

国
が
財
政
的
・
技
術
的
な
責
任
を
果
た

し
つ
つ
、
市
町
村
が
確
保
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
中
間
貯
蔵
施
設

に
つ
い
て
は
、
除
染
に
伴
っ
て
大
量
の

土
壌
・
廃
棄
物
が
発
生
す
る
福
島
県
に

整
備
し
（
但
し
、
県
外
か
ら
の
持
込
は

禁
止
）、
中
間
貯
蔵
を
開
始
し
て
か
ら
30

年
以
内
に
福
島
県
外
で
最
終
処
分
を
完

了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

福
島
県
以
外
の
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、

各
都
道
府
県
に
お
い
て
処
分
等
を
推
進

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に

関
し
て
各
地
で
受
入
れ
反
対
の
声
が
上

が
り
、
思
う
よ
う
に
広
域
処
理
を
実
現

で
き
な
い
で
い
る
。
こ
の
例
を
踏
ま
え

る
と
、
除
染
が
本
格
化
し
た
場
合
の
仮

置
き
場
や
中
間
貯
蔵
施
設
、
あ
る
い
は
、

最
終
処
分
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
社

会
的
な
合
意
形
成
が
最
も
大
き
な
課
題

と
な
る
懸
念
が
あ
る
。
除
染
や
貯
蔵
を

行
う
段
階
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
計

画
づ
く
り
、
社
会
的
な
合
意
形
成
に
向

け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
関
係
者
の
将
来
を
見
据
え

た
取
組
み
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

社
会
的
な
合
意
形
成
に
向
け
た
準
備

が
、
必
ず
し
も
進
ん
で
い
る
と
は
い
え

な
い
状
況
に
あ
る
一
方
で
、
中
間
貯
蔵

に
向
け
た
技
術
開
発
に
は
一
定
の
進
展

が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
清
水
建
設
は
、

放
射
線
遮
蔽
性
能
を
備
え
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
鉛
を

含
む
廃
ブ
ラ
ウ
ン
管
ガ
ラ
ス
を
骨
材
に

使
う
こ
と
で
、
放
射
線
遮
蔽
性
能
を
厚

さ
50
㎝
で
普
通
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
2
倍

に
高
め
た
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

一
般
に
粗
骨
材
（
砂
利
）、細
骨
材
（
砂
）、

混
和
剤
（
粉
体
）
で
構
成
さ
れ
る
普
通

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
骨
材
に
廃
ブ
ラ
ウ
ン

管
ガ
ラ
ス
を
破
砕
し
た
ガ
ラ
ス
カ
レ
ッ

ト
を
使
用
し
、
放
射
線
透
過
率
を
1
％

以
下
に
抑
制
で
き
た
と
い
う
（
遮
蔽
性

能
は
、
コ
バ
ル
ト
60
線
源
の
前
方
に
異

な
る
厚
さ
の
放
射
線
遮
蔽
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
試
供
体
を
繰
り
返
し
設
置
し
て
行

う
実
証
試
験
で
確
認
）。
ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

試
験
法
（
Ｋ
０
０
５
８
）
に
則
っ
た
鉛

溶
出
試
験
も
実
施
し
、
溶
出
量
が
土
壌

汚
染
対
策
法
の
基
準
値
（
１
ℓ
当
た
り

0
・
０
１
㎎
）
以
下
に
な
る
こ
と
も
確
認

済
み
で
あ
る
と
い
う
。
利
用
用
途
と
し

て
、
セ
シ
ウ
ム
汚
染
土
壌
の
貯
蔵
容
器

や
、
貯
蔵
施
設
の
放
射
線
遮
蔽
壁
な
ど

を
想
定
。
建
築
基
準
法
上
の
制
約
が
あ

る
た
め
、
建
築
構
造
物
へ
の
展
開
は
想

定
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
技
術

開
発
は
、
こ
こ
数
年
で
排
出
が
急
増
し

て
い
る
廃
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
リ
サ
イ
ク
ル
⑵

効
率
化
に
も
貢
献
可
能
で
あ
り
、
ま
さ

に
一
石
二
鳥
の
取
組
み
で
あ
る
と
い
え

る
。

　

類
似
の
技
術
開
発
は
、
大
学
に
お
い

て
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
京
都
大
学
・

工
学
研
究
科
の
荒
木
准
教
授
、
日
本
大

学
工
学
部
の
パ
リ
ー
ク
・
サ
ン
ジ
ェ
イ

准
教
授
、
フ
ジ
タ
技
術
セ
ン
タ
ー
の
藤

倉
主
任
研
究
員
ら
は
、
わ
が
国
に
お
い

て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
震
災
廃

棄
物
で
あ
る
大
量
の
ガ
レ
キ
の
中
で
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ガ
ラ
を
粉
砕
し
再
生
骨
材
と
し
て
利

用
し
た
「
再
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
容
器
」

を
開
発
し
た
と
さ
れ
る
。
開
発
容
器
を

用
い
て
、
現
地
の
放
射
能
汚
染
土
を
用

い
た
実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
従
来
の

普
通
コ
ン
ク
リ
ー
ト
容
器
と
比
較
し
て

遜
色
の
無
い
放
射
線
遮
蔽
効
果
を
持
つ

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
も
、

貯
蔵
の
た
め
の
放
射
性
遮
蔽
と
廃
棄
物

問
題
の
解
決
を
狙
っ
た
一
石
二
鳥
の
取

組
み
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
荒
木
准
教

授
ら
は
、
一
般
に
材
料
の
比
重
が
高
い

ほ
ど
放
射
線
を
遮
る
性
能
が
高
く
な
る

と
い
う
性
質
を
利
用
し
て
、
省
ス
ペ
ー

ス
化
と
重
量
低
減
を
実
現
し
た
「
超
重

量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
の
開
発
に
も
成
功

し
た
と
さ
れ
る
。
超
重
量
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
比
重
は
通
常
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

約
2
倍
で
、
容
器
の
壁
厚
と
重
量
を
大

幅
に
低
減
す
る
こ
と
が
可
能
。
加
え
て
、

環
境
上
問
題
が
あ
る
特
殊
金
属
や
化
学

薬
品
を
一
切
用
い
て
お
ら
ず
、
将
来
的

な
リ
サ
イ
ク
ル
が
容
易
で
、
環
境
に
優

し
い
点
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
さ
れ

る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
ニ
ー
ズ
を
先
取
り

し
た
技
術
開
発
は
進
展
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
技
術
を
有
効
に
生
か
し
て
い
く

た
め
に
も
、
社
会
的
な
仕
組
み
づ
く
り

や
合
意
形
成
と
い
う
我
が
国
が
必
ず
し

も
得
意
で
は
な
い
課
題
へ
の
対
応
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
海
外
に
お
け
る
土
壌
汚
染

関
連
ビ
ジ
ネ
ス
に
目
を
移
そ
う
。

　

国
内
に
お
け
る
土
壌
汚
染
関
連
ビ
ジ

ネ
ス
は
、
上
述
し
た
放
射
性
物
質
に
よ

る
汚
染
対
策
を
除
く
と
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
成
熟
市
場
と
な
っ
て
お
り
、
激

S
PECIAL海

外
に
お
い
て
立
ち
上
が
る

土
壌
汚
染
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
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し
い
価
格
競
争
の
も
と
、
よ
り
低
コ
ス

ト
で
よ
り
効
果
の
高
い
汚
染
対
策
技
術

が
優
位
に
な
る
市
場
構
造
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
図
る
企
業

に
お
い
て
は
、
土
壌
汚
染
の
調
査
と
対

策
だ
け
で
な
く
、
必
要
な
資
機
材
の
調

達
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
再
開
発
、

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
化
し
た
土
地
開
発

な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
拡
大
し
、
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
内
部
に
取
り
込
む
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
中
国
等
の
新
興
国
で
は
土
壌

汚
染
対
策
ビ
ジ
ネ
ス
そ
の
も
の
が
こ
れ

か
ら
立
ち
上
が
る
段
階
に
あ
る
。
特
に
、

昨
今
の
経
済
成
長
率
は
低
下
傾
向
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
世
界
第

2
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
中
国
に
お
け

る
土
壌
汚
染
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
は
注
目
の

的
だ
。
２
０
１
１
年
か

ら
２
０
１
５
年
ま
で
を

カ
バ
ー
す
る
第
12
次
5

カ
年
計
画
に
お
い
て
、

国
務
院
は
、
主
と
し
て

汚
水
処
理
、
ご
み
処
理
、

脱
硫
酸
・
硝
酸
、
土
壌

汚
染
処
理
、
環
境
監
視

測
定
、
環
境
保
護
新
材

料
、
薬
剤
な
ど
の
環
境

保
護
関
連
事
業
に
約

１
兆
５
、０
０
０
億
元

（
約
18
兆
４
、５
０
０
億

円
）
を
投
じ
る
計
画
を

示
し
た
。
民
間
企
業
を

含
め
た
関
連
事
業
へ
の

投
資
総
額
は
約

3
兆
４
、０
０
０
億
元

を
目
指
す
と
さ
れ
て
い

る
。
李
克
強
・
副
首
相

は
北
京
市
で
開
か
れ
た

第
7
次
環
境
保
護
大
会

で
「
環
境
保
護
は
社
会

の
発
展
方
向
の
転
換
を
図
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
期
間
中
に
環
境
保
護
・
省
エ

ネ
産
業
の
生
産
高
を
十
数
兆
元
に
拡
大

し
、
第
11
次
５
カ
年
（
06
～
10
年
）
か

ら
倍
増
を
目
指
す
」
と
述
べ
た
と
い
う
。

汚
水
処
理
や
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に

加
え
、
土
壌
汚
染
処
理
が
環
境
保
護
の

重
要
施
策
の
一
つ
に
明
確
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
保
護
、
環
境
産
業
育

成
施
策
を
裏
付
け
る
よ
う
な
活
動
も
顕

著
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
２
０
１

２
年
に
入
り
、
環
境
保
護
省
は
、
環
境

対
策
で
の
違
法
行
為
が
あ
っ
た
15
社
の

リ
ス
ト
を
公
表
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

上
場
会
社
で
あ
る
永
安
薬
業
、
海
正
薬

業
等
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
同
省
は
こ

れ
ら
15
社
に
対
し
、
２
０
１
２
年
6
月

ま
で
に
必
要
な
是
正
措
置
を
と
る
よ
う

求
め
て
お
り
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な
い

場
合
に
は
工
場
等
の
閉
鎖
命
令
も
辞
さ

な
い
と
通
知
し
た
と
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
環
境
保
護
省
は
２
０
１
１

年
、
各
地
の
環
境
保
護
担
当
部
門
か
ら

提
供
さ
れ
た
82
社
の
デ
ー
タ
を
審
査
し
、

２
０
１
２
年
に
入
っ
て
か
ら
は
業
界
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
上
場
企
業
に
対
す
る

審
査
を
強
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

6
社
か
ら
の
報
告
を
不
受
理
と
し
、
再

表１ 除染実証試験の対象技術
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提
出
を
指
示
し
た
と
さ
れ
る
。
6
社
と

は
、
華
電
国
際
電
力
股
フ
ン
有
限
公
司
、

河
南
神
火
煤
電
股
フ
ン
有
限
公
司
、
山

東
華
鵬
玻
璃
股
フ
ン
有
限
公
司
、
瀋
陽

金
山
能
源
股
フ
ン
有
限
公
司
、
展
辰
塗

料
集
団
股
フ
ン
有
限
公
司
、
宜
昌
東
陽

光
薬
業
股
フ
ン
有
限
公
司
で
あ
る
。
医

薬
や
化
学
、
機
械
製
造
な
ど
汚
染
が
深

刻
な
業
界
に
対
し
、
環
境
汚
染
検
査
を

厳
し
く
し
、
排
出
削
減
指
標
を
ク
リ
ア

し
て
い
な
い
地
区
で
は
投
資
を
認
可
し

な
い
等
の
方
策
が
実
行
さ
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
規
制
や
制
度
は
あ
っ
て
も

必
ず
し
も
遵
守
さ
れ
な
い
等
の
指
摘
も

あ
っ
た
が
、
本
格
的
に
環
境
保
護
に
乗

り
出
す
姿
勢
が
垣
間
見
ら
れ
る
事
例
と

い
え
よ
う
。　

　

規
制
が
強
化
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
対
策

支
援
を
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
が
活
発
化
す
る
。

土
壌
汚
染
関
連
で
は
、
既
に
同
和
鉱
業

が
中
国
に
関
連
会
社
を
設
立
済
み
で
あ

る
。
ま
た
、
住
化
分
析
セ
ン
タ
ー
等
の

分
析
会
社
も
中
国
に
現
地
法
人
を
設
立

済
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
既
存
の
企
業
に

加
え
、
今
後
、
国
内
で
実
績
を
積
み
上

げ
て
き
た
土
壌
汚
染
関
連
企
業
が
中
国

へ
の
進
出
を
果
た
し
て
く
こ
と
に
な
ろ

う
。
ど
の
地
域
で
公
的
市
場
を
目
指
す

の
か
、
そ
れ
と
も
私
的
市
場
を
目
指
す

の
か
。
日
本
で
培
っ
た
技
術
を
も
と
に

現
地
企
業
と
連
携
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
開
拓

を
目
指
す
の
か
、
独
自
に
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
単
独
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
開
拓

を
目
指
す
の
か
。
立
ち
上
が
り
を
前
に

し
て
、
中
国
に
お
け
る
土
壌
汚
染
関
連

ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
企
業
の
戦
略
が
問

わ
れ
て
い
る
。

注
釈

⑴
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
に
つ
い
て

は
、
地
域
に
よ
っ
て
以
下
の
4
つ
の
タ

イ
プ
の
実
施
主
体
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

①
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
環
境
省

令
で
定
め
る
者
が
管
理
す
る
土
地
及
び

こ
れ
に
存
す
る
工
作
物
等
に
つ
い
て
は
、

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
及
び
環
境
省

令
で
定
め
る
者
が
除
染
等
の
措
置
等
を

行
う
。 

②
ａ
以
外
の
土
地
及
び
こ
れ
に
存
す
る

工
作
物
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地
が

所
在
す
る
市
町
村
が
除
染
等
の
措
置
等

を
行
う
。

③
農
用
地
及
び
こ
れ
に
存
す
る
工
作
物

等
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
要
請
に
よ

り
都
道
府
県
が
除
染
等
の
措
置
等
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

④ 

①
の
土
地
あ
る
い
は
こ
れ
に
存
す
る

工
作
物
等
、
ま
た
は
②
の
土
地
あ
し
く

は
こ
れ
に
存
す
る
工
作
物
等
に
つ
い
て
、

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
環
境
省
令

で
定
め
る
者
又
は
当
該
土
地
等
の
所
有

者
等
が
、
①
ま
た
は
②
に
定
め
る
者
と

の
合
意
に
よ
り
、
除
染
等
の
措
置
等
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
我
が
国
で
は
、
テ
レ
ビ
放
送
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
化
に
と
も
な
い
、
約
23
万
ｔ

（
テ
レ
ビ
１
８
０
０
万
台
分
）
も
の
廃
ブ

ラ
ウ
ン
管
の
排
出
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

効
率
的
な
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
手
法
の

確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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